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日
頃
よ
り
同
窓
会
活
動
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
未
だ
収
束
を
見
通
せ
な
い
コ
ロ
ナ

禍
で
、
学
生
並
び
に
子
ど
も
た
ち
一
人

一
人
の
生
命
と
健
康
を
守
る
た
め
の
感

染
防
止
策
を
講
じ
、
活
力
あ
る
教
育
活

動
を
展
開
し
て
い
る
同
窓
生
、
教
育
関

係
者
の
皆
様
に
心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま

す
。

　

昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
教
育
新
報
発
行

以
外
の
同
窓
会
活
動
の
全
て
を
中
止
せ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
年
度
も

蔓
延
防
止
措
置
法
及
び
緊
急
事
態
宣

言
、
変
異
ウ
イ
ル
ス
出
現
で
多
大
な
影

響
が
出
て
い
ま
す
が
、
春
の
訪
れ
と
と

も
に
、
教
育
学
部
に
も
希
望
に
満
ち
た

百
八
十
人
の
学
生
が
入
学
し
て
き
ま
し

た
。
小
学
校
教
員
養
成
に
特
化
し
た
学

生
の
入
学
で
す
。
令
和
三
年
度
か
ら
全

国
的
に
は
小
学
校
の
三
十
五
人
学
級
化

が
始
ま
り
、
情
報
通
信
技
術(

Ｉ
Ｃ
Ｔ)

の
活
用
も
本
格
化
す
る
た
め
、
教
員
確

保
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
学
部
ご
と
の
入
学
式
を
終
え
、

非
対
面
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
と
対
面
授

業
を
駆
使
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
授
業
を

行
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

同
窓
会
の
活
動
で
は
、
ま
だ
ま
だ

予
断
が
許
せ
な
い
状
況
で
あ
る
た
め

事
業
計
画
を
審
議
す
る
六
月
の
「
評

議
会
」
を
書
面
表
決
と
い
た
し
ま
し

た
。
ま
た
、
三
密
を
避
け
る
た
め
大

勢
が
集
ま
る
会
合
の
自
粛
は
も
と
よ

り
、
参
加
者
の
健
康
と
安
全
面
を
第

一
に
考
え
、
九
月
の
「
同
窓
生
の
集

い
」
も
中
止
す
る
予
定
で
す
。
詳
細

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
提
供
し

ま
す
の
で
、
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　

今
後
の
見
通
し
が
立
た
な
い
状
況

で
す
が
、『
明
け
な
い
夜
は
な
い
』

と
信
じ
て
、
六
十
六
年
目
を
迎
え
た

「
会
員
相
互
の
親
睦
と
資
質
向
上
を

図
り
、
母
校
の
発
展
に
寄
与
す
る
」

同
窓
会
活
動
を
粛
々
と
行
っ
て
参
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
同
窓
会
副

会
長
の
渡
邉
勝
様
が
現
職
校
長
で
五

月
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
の
多
大
な
ご
尽
力
に
感
謝
す
る
と

と
も
に
、
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。
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本
年
度
中
止
す
る
事
業

　
①
「
同
窓
会
第
一
回
本
部
会
」
５
月

　
②
「
同
窓
会
評
議
会
」
６
月

　
③
「
カ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ム
デ
イ
」
８
月

　
④
「
同
窓
生
の
集
い
」
９
月

　

令
和
二
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
の
観
点
か
ら
全
て
の
同
窓
会
行
事

が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
勢
い
は
本
年
度
に
な
っ
て
も
衰
え

ず
今
も
非
常
事
態
宣
言
や
蔓
延
防
止
対
策

が
全
国
に
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
県
内
に

お
い
て
も
大
人
数
の
集
会
の
開
催
及
び
参

加
自
粛
、
感
染
拡
大
地
域
へ
の
移
動
自
粛

な
ど
人
流
抑
制
の
措
置
が
と
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

　

新
潟
大
学
で
も
、
少
し
ず
つ
キ
ャ
ン
パ

ス
に
活
気
が
戻
っ
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ら

れ
ま
す
が
、
変
異
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

や
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
行
状
況
を
考
え
る

と
ま
だ
ま
だ
油
断
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
う
し
た
状
況
を
勘
案
し
て
、
当
同
窓

会
に
お
き
ま
し
て
も
、
感
染
拡
大
防
止
の

観
点
か
ら
年
度
当
初
の
「
本
部
会
」「
評

議
会
」
を
中
止
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、誠
に
残
念
で
は
あ
り
ま
す
が「
カ

ミ
ン
グ
ホ
ー
ム
デ
イ
」「
同
窓
生
の
集
い
」

の
中
止
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。「
全
学

同
窓
会
交
流
会
」
に
つ
い
て
は
、
内
容
の

変
更
を
検
討
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

誰
も
が
安
心
安
全
な
気
持
ち
で
参
加
で

き
る
日
を
心
待
ち
に
し
、
今
を
耐
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
理
解
の
程
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
し
ら
せ

教育学部同窓会長

臼杵 勇人
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一
　
基
本
方
針

　

◯
同
窓
会
の
活
動
や
会
員
の
声
、
大
学
と

　
　

の
連
携
を
密
に
し
た
広
報
活
動
を
推
進

　
　

す
る
。

　

◯
四
色
刷
り
カ
ラ
ー
印
刷
を
継
続
し
て
発

　
　

行
す
る
。

二
　
活
動
内
容

　

 
「
教
育
新
報
」
年
間
二
回
発
行

　

◯
第
一
八
一
号(

七
月
二
十
日
発
行
予
定)

　
　

巻
頭
言
、
令
和
三
年
度
専
門
部
活
動
計

　
　

画
、
同
窓
会
本
部
役
員
・
支
部
長
・
学

　
　

科
代
表
一
覧
、
令
和
二
年
度
決
算
報
告
、

　
　

令
和
三
年
度
予
算
、
大
学
コ
ー
ナ
ー
、

　
　

教
職
大
学
院
実
践
報
告
、
花
鳥
風
月
、

　
　

先
輩
を
訪
ね
て

　

◯
第
一
八
二
号(

二
月
二
十
日
発
行
予
定)

　
　

巻
頭
言
、
花
鳥
風
月
、「
全
学
同
窓
会　

　
　

交
流
会
」「
大
学
と
の
懇
談
会
」
等
の

　
　

各
報
告
、
学
科
や
支
部
の
活
動
紹
介
、

　
　

学
校
紹
介
（
小
・
中
・
特
支
学
校
）、

　
　

会
員
の
広
場
、
大
学
コ
ー
ナ
ー
、
先
輩

　
　

を
訪
ね
て

三
　
そ
の
他

　

◯
昨
年
度
同
様
、
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
に
応

　
　

じ
て
掲
載
内
容
が
変
更
と
な
る
。

　

研
修
部
で
は
、
同
窓
生
が
親
睦
を
深
め
る
と

と
も
に
自
己
の
人
間
的
な
資
質
の
向
上
を
目

的
と
し
て
、「
同
窓
生
の
集
い
」
事
業
を
計
画
、

実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
令
和
二
年
度
は
、

前
新
潟
市
教
育
委
員
会
教
育
長
前
田
秀
子
様
か

ら
ご
講
演
を
い
た
だ
く
予
定
で
し
た
が
、
臼
杵

会
長
よ
り
、
ご
判
断
を
い
た
だ
き
、
中
止
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
中
止
判
断
の
根
拠
）

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
終
息
の
目
処
が
た

た
な
い
こ
と

②
参
加
者
の
不
安
を
拭
い
得
な
い
こ
と

③
参
加
者
の
健
康
安
全
の
確
保
、
対
策
強
化
が

難
し
い
こ
と

④
三
密
を
避
け
ら
れ
な
い
こ
と

　

今
年
度
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
始
ま
っ
て
い

る
も
の
の
、
未
だ
希
望
す
る
会
員
全
て
の
接
種

終
了
時
期
は
見
通
せ
な
い
状
況
に
あ
り
、
前

述
の
不
安
要
件
の
解
消
に
は
至
っ
て
い
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
令
和
三
年
度
に
つ
い
て
も
、「
同

窓
生
の
集
い
」
を
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
し
ま
す
。
講
演
に
向
け
て
ご
準
備
い
た
だ
き

ま
し
た
前
田
様
、
参
加
を
楽
し
み
に
し
て
く
だ

さ
っ
た
会
員
の
皆
様
に
は
、
二
年
続
け
て
の
延

期
と
な
り
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
こ

と
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
教
育
新
報
に

研
修
部
特
別
企
画
「
先
輩
（
同
窓
生
）
を
訪
ね

て
」
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。ど
う
ぞ
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
　
活
動
の
重
点

　

（
一
）事
務
局
及
び
学
部
、教
職
大
学
院（
教　

育
実
践
学
研
究
科
）
と
連
携
し
、
会
員
の
連

帯
意
識
の
高
揚
に
努
め
る
。

　

（
二
）
事
務
局
、
支
部
長
、
学
科
代
表
と

連
携
し
、
永
年
会
員
と
な
る
学
生
及
び
そ
の

保
護
者
、
既
に
永
年
会
員
で
あ
る
現
職
に
対

し
て
、
同
窓
会
員
で
あ
る
意
識
を
高
め
る
と

と
も
に
、
同
窓
会
活
動
へ
の
理
解
を
得
る
よ

う
に
努
め
る
。

　

（
三
）
各
専
門
部
と
連
携
し
、
各
事
業
の

組
織
運
営
に
関
わ
る
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
。

二
　
活
動
の
内
容

　

（
一
）
支
部
長
会
及
び
学
科
代
表
者
会
の

開
催

・
例
年
、
評
議
会
終
了
後
、
学
科
代
表
者
会

と
支
部
長
会
を
同
時
時
程
で
開
催
し
て
い
た

が
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
今
年
度
も
行
わ

な
い
。

　

（
二
）
交
流
部
事
業
カ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ム
デ

イ
を
開
催
す
る
場
合
の
サ
ポ
ー
ト
。

　

（
三
）
研
修
部
事
業
講
演
会
で
の
講
演
会

を
開
催
す
る
場
合
の
サ
ポ
ー
ト
。

三
　
そ
の
他

・
事
務
局
と
連
携
し
、
学
部
入
学
生
、
学
部

卒
業
生
（
教
職
以
外
の
職
に
就
い
た
方
を
含

む
）、
支
部
長
、
学
科
代
表
者
と
の
つ
な
が

り
強
化
に
努
め
る
。

広
報
部

       

　
　
部
長
　
保
坂
　
章
夫

研
修
部

      

　
部
長
　
小
林
　
由
希
恵

組
織
部

       

　
　
　
部
長
　
長
沢
　
剛

交
流
部

        

　
　
部
長
　
永
井
　
高
志

　

令
和
三
年
度
の
交
流
部
の
活
動
は
、
大
き

く
三
つ
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

一
つ
は
、
八
月
下
旬
に
予
定
し
て
い
る

「
カ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ム
・
デ
イ
」
で
す
。
こ
れ
は
、

卒
業
・
修
了
生
の
現
状
や
学
部
・
教
育
実
践

学
研
究
科
へ
の
要
望
、
同
窓
会
活
動
へ
の
提

言
等
に
つ
い
て
情
報
交
流
を
行
う
も
の
で
す
。

し
か
し
、
現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
を
鑑
み
、

残
念
な
が
ら
本
年
度
も
中
止
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　

二
つ
は
、
教
育
学
部
並
び
に
教
育
実
践
学

研
究
科
教
職
員
と
同
窓
会
と
の
「
懇
談
会
・

懇
親
会
」
で
す
。
こ
れ
は
、
互
い
に
現
状
を

報
告
し
、
交
流
を
深
め
、
意
思
の
疎
通
を
図

る
も
の
で
す
。
令
和
四
年
一
月
中
旬
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
現
時
点
で
は
、
開
催
の
有
無

は
、
ま
だ
は
っ
き
り
と
し
て
い
ま
せ
ん
。
コ

ロ
ナ
禍
の
状
況
が
改
善
さ
れ
な
け
れ
ば
、
中

止
も
有
り
得
ま
す
。

　

三
つ
は
、
各
種
教
育
関
係
機
関
や
他
団
体

等
と
の
連
携
促
進
で
す
。
全
学
同
窓
会
が
主

催
す
る
「
新
潟
大
学
全
学
同
窓
会
交
流
会
・

懇
談
会
」
へ
の
参
加
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

十
月
中
旬
頃
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
状
況

に
よ
り
、
中
止
も
有
り
得
ま
す
。
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役　職   氏　名 支　部 校名など
会　長 　臼杵　勇人 新 潟 東 自宅

副会長

　齊藤　裕子 新潟秋葉 結小学校

　関川紀美子 新 発 田 藤塚小学校

　瀬藤　雄二 長 岡 西 大島小学校

事務局
　杉山　和敏

新 潟 西 教育学部同窓会事務局
　高橋　　円

　　

専　　　

門　　　

部

研修部

◎小林由希恵 新 潟 南 味方小学校

○小泉　慎子 新潟中央 鏡淵小学校

　志田江利子 新 潟 東 牡丹山小学校

　間　　裕太 新 潟 北 早通中学校

広報部

◎保坂　章夫 新潟江南 曽野木小学校

○音田　和行 新潟西蒲 新潟市立総合教育センター

　若月　利春 新潟西蒲 漆山小学校

　髙橋　新一 新 潟 南 味方小学校

　國井恒太朗 新潟中央 紫竹山小学校

組織部

◎長沢　　剛 新潟秋葉 矢代田小学校

○古井丸裕三 新 潟 東 東区教育支援センター

　樋口　大輔 新潟西蒲 曽根小学校

　加藤　雅晃 新 潟 東 桃山小学校

学科名 学科代表 校名など　
1 国 　 語 三村　孝志 猿橋中学校

2 地 　 理 西方　俊也 大淵小学校

3 歴 史 研 究 室 高橋　裕幸 東山の下小学校

4 経 　 済 小庄司一泰 小須戸小学校

5 哲 　 倫　清野　真輝 真砂小学校

6 社 　 会 土田　宏美 内郷小学校

7 算　数　（親話会） 小杉　洋一 今町小学校

8 数　学　（談話会） 小竹　　智☆ 月潟中学校

9 物 　 理 茂呂　良彦 自宅

10 化 　 学 栗林　　操 田上中学校

11 生 　 物 八百板恵理子 新潟市教育相談センター

12 地 　 学 佐久間州彦　 安野小学校

13 英 　 語 春日　孝児 県立三条高等学校

14 音 　 楽 斎藤　　隆 白南中学校

15 美 　 術 永井　高志 新潟市教育相談センター

16 保 健 体 育 小林　久哉 葛塚東小学校

17 家 庭　[ 萌 木 会 ] 長谷川道子☆ 自宅

18 職 業 指 導 松村　明彦 自宅

19 教 　 育 山岸　真夫　 自宅

20 教 育 心 理 岡田　義則 早通小学校

21 技 　 術 上野　一志☆ 亀田中学校

22 特 別 支 援 教 育 樋口　杏子☆ 附属特別支援学校

23 養 教 特 別 別 科 古田島直子☆ 県立新潟南高等学校

24 幼 児 教 育 近藤　和徳 西幼稚園

25 学社ネットワーク 小柳加奈子 自宅

26 生 活 科 学 遠山麻依子 光晴中学校

27 生 活 シ ス テ ム 大森　　山 城北中学校

28 健 康 ス ポ ー ツ 大口　良平 根知小学校

29 書 　 道 岡村　　浩 新潟大学経済科学部

地　域 支　部 支部長 校名など
上　越 1 上    越 小柴　　崇☆ 浦川原中学校

中
　
　
越

2 長 岡 東 川田　昌宏 中越教育事務所

3 長 岡 西 小林　　剛 下川西小学校

4 三 　 条 櫻澤　　康☆ 井栗小学校

5 柏 崎・ 刈 羽 田村　芳彦　 日吉小学校

6 小 千 谷 稲田真砂美 総合支援学校

7 加 　 茂 佐藤　康子☆ 須田小学校

8 十 日 町・ 津 南 庭野　紀元 東小学校

9 見 　 附 小林　雄二　 見附小学校

10 燕 坂内　克明☆ 分水北小学校

11 魚 　 沼 大塚　育子☆ 小出小学校

12 南 魚 沼 阿部　一之 五十沢小学校

13 弥 　 彦 白川　亮治☆ 弥彦中学校

14 田 　 上 堀　　和宏 田上小学校

15 湯 　 沢 小見芳太郎☆ 湯沢小学校

16 出 雲 崎 五十嵐　悟 出雲崎小学校

下
　
　
越

17 新 潟 北 竹田　暢美 岡方第一小学校

18 新 潟 東 伊藤　紀幸　 下山小学校

19 新 潟 中 央 根岸　恵美　 万代長嶺小学校

20 新 潟 江 南 川口由美子☆ 東曽野木小学校

21 新 潟 秋 葉 間　由香利☆ 小合小学校

22 新 潟 南 阿部　祐子 根岸小学校

23 新 潟 西 諸橋　　智☆ 五十嵐小学校

24 新 潟 西 蒲 笛木　晶子☆ 潟東小学校

25 新 発 田 中野　隆一☆ 七葉小学校

26 村 　 上 松田　洋平☆ 村上小学校

27 五 　 泉 石田　雄介　 五泉南小学校

28 阿 賀 野 樋口　憲哉☆ 水原中学校

29 胎 　 内 伊藤　寿明☆ 築地中学校

30 聖 　 籠 近藤　幸栄　 亀代小学校

31 阿 　 賀 大森　　亨☆ 三川小学校

32 関 　 川 髙井　那弥☆ 関川小学校

33 粟 島 浦 五十嵐蒼太☆ 粟島浦中学校

佐　渡 34 佐 　 渡 嶋見　靖之 両津中学校

役　職   氏　名 支　部 校名など

専
門
部

交流部

◎永井　高志 新潟中央 新潟市教育相談センター

○小泉　浩彰 新 潟 東 岡方中学校

　古川　智子 新潟秋葉 新津第一小学校

　藤田　　凌☆ 新潟中央 上所小学校

　八坂　剛史 大 学 新潟大学教育学部

監　事

　石塚　智久☆ 新潟秋葉 新津第一小学校

　松井　裕美 新潟西蒲 和納小学校

　牧野淡紅恵 新 潟 北 濁川中学校

顧
　
　
問

　中川　幸次 県 外 自宅

　江口　直禎 新潟中央 自宅

　大関　雄策 新潟中央 自宅

　磯辺　浩昭 新 発 田 自宅

　藤井　保男 新 潟 東 自宅

　斎藤寿一郎 新 潟 東 自宅

　佐藤　重勝 新潟秋葉 自宅

　安達　　徹 新潟秋葉 自宅

新
潟
大
学
全
学
同
窓
会

理　事 　臼杵　勇人 新 潟 東 自宅

運営委員

　加藤　文子 新潟江南 自宅

　山下あい子 新潟西蒲 自宅

　畠山　典子 新潟中央 新潟市児童センター

　岡村　　浩 大 学 新潟大学経済科学部
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項　　目 R2 年度収入額 R2 年度予算額 比　較 摘　　要
1 繰 入 金 6,000,000 7,900,000 ▲ 1,900,000 総合会計から繰入れ（２回）

2 雑 収 入 89,847 0 89,847 郵貯・銀行利息

合　　計 6,089,847 7,900,000 ▲ 1,810,153

項　　目 R2 年度執行額 R2 年度予算額 残　額 摘　　要
１ 会 議 費 6,050 60,000 ▲ 53,950 会計監査会場費

２ 旅 費 13,000 70,000 ▲ 57,000 会計監査役員旅費

３ 助 成 費 171,040 600,000 ▲ 428,960 学科助成、支部助成、同期の会助成

４ 事 務 局 費 1,285,803 1,000,000 285,803 消耗費、電話代、光熱費、封筒印刷代、印刷紙代、機器更新、送料等

５ 研 修 費 10,400 390,000 ▲ 379,600 教育長・佐藤先生訪問時手土産代

６ 広 報 費 778,860 790,000 ▲ 11,140 機関紙発行・封入代、パンフ№ 10 作成代

７ 組 織 費 215,600 300,000 ▲ 84,400 クリアファイル代金

８ 交 流 費 0 210,000 ▲ 210,000

９ 大学・学生支援費 231,250 1,300,000 ▲ 1,068,750 卒業論文発表会助成、卒業制作展助成、カレンダー作成、教育学研究科
助成、附属校研究発表会

10 奨 学 金 750,000 750,000 0 大学院教育実践学研究科現職院生奨学金（150000 ×５）

11 全 学 同 窓 会 費 458,603 590,000 ▲ 131,397 負担金、全学交流会助成

12 人   件   費 1,800,000 1,800,000 0 事務局報酬２名

13 そ の 他 予 備 費 20,000 40,000 ▲ 20,000 新潟教育会助成

合      計 5,740,606 7,900,000 ▲ 2,159,394

項　　目 R2 年度収入額 R2 年度予算額 比　較 摘　　要
１ 繰   越    金 31,390,487 35,390,487 ▲ 4,000,000 前年度繰越金（第四総合口座前年度末残金）

２ 学 校 会 員 会 費 2,557,141 3,200,000 ▲ 642,859 会費　- 振込手数料

３ 個 人 会 員 会 費 152,545 170,000 ▲ 17,455 会費　- 振込手数料

４ 永 年 会 員 会 費 3,517,372 5,900,000 ▲ 2,382,628 会費　- 振込手数料

５ 繰   入    金　 349,241 0 349,241 一般会計への繰出金に残金が出たので、総合口座に戻した額

６ 雑  収  入 ①　 3,349 0 3,349 総合口座利子等

7 雑  収  入 ② 25,269 0 25,269 前年度残金

合　　計 37,995,404 44,660,487 ▲ 6,665,083

項　　目 R2 年度執行額 R2 年度予算額 比　較 摘　　要
１ 一 般 会 計 繰 出 金 8,023,363 7,900,000 123,363 令和２年度・３年度用当座金

合　　計 8,023,363 7,900,000 123,363

１　収入の部

１　収入の部

２　支出の部

２　支出の部

３　残高の部　　　　  6,089,847 − 5,740,606 ＝ 349,241 円　　＊残金は、令和 2 年度総合会計へ繰り出します。

３　残高の部　　　　 37,995,404 − 8,023,363 ＝ 29,972,041 円　　＊残金は、令和 3 年度第四総合会計に繰り越します。

　

　
　
　
　
　
　
　
　（
昨
年
度
の
七
月
以
降
）

◎
学
部
を
去
ら
れ
た
先
生

　教
　
授
　
　
鈴
木
　
恵
（
国
語
科
）

　
　
　
　
　
　
令
和
三
年
三
月
末
日
　
定
年
退
職

教
　
授
　
　
横
坂
　
康
彦
（
音
楽
科
）

　
　
　
　
　
　
令
和
三
年
三
月
末
日
　
定
年
退
職

教
　
授
　
　
伊
野
　
義
博
（
教
職
大
学
院
）

　
　
　
　
　
　
令
和
三
年
三
月
末
日
　
定
年
退
職

教
　
授
　
　
垣
水
　
修
（
教
職
大
学
院
）

　
　
　
　
　
　
令
和
三
年
三
月
末
日
　
定
年
退
職

◎
新
し
く
お
い
で
に
な
っ
た
先
生

准
教
授
　
　
佐
藤
　
友
哉
（
教
育
心
理
学
）

　
　
　
　
　
　
令
和
二
年
九
月
一
日
　
採
用

助
　
教
　
　
池
田
　
恵
子
（
保
健
体
育
科
）

　
　
　
　
　
　
令
和
三
年
二
月
八
日
　
採
用

講
　
師
　
　
髙
田
　
土
満
（
数
学
科
）

　
　
　
　
　
　
令
和
三
年
四
月
一
日
　
採
用

教
　
授
　
　
本
間
　
伸
輔
（
英
語
科
）

　
　
　
　
　
　
令
和
三
年
四
月
一
日
　
昇
任

教
　
授
　
　
森
　
　
恭
（
保
健
体
育
科
）

　
　
　
　
　
　
令
和
三
年
四
月
一
日
　
昇
任

教
　
授
　
　
世
取
山
　
洋
介
（
学
校
教
育
学
）

　
　
　
　
　
　
令
和
三
年
四
月
一
日
　
昇
任

教
　
授
　
　
中
島
　
伸
子
（
教
職
大
学
院
）

　
　
　
　
　
　
令
和
三
年
四
月
一
日
　
昇
任

（
敬
称
略
）

( ▲は、予算に対して減）

( ▲は、予算に対して減）

大

学

教

官

の

異

動
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令和３年７月20日

項　　目 R3 年度予算額 R2 年度予算額 増　  　減 摘　　要
1 繰 入 金 7,500,000 7,900,000 ▲ 400,000 総合会計から繰入れ

2 雑 収 入 0 0 0
合　　計 7,500,000 7,900,000 ▲ 400,000

項　　目 R3 年度予算額 R2 年度予算額 増　  　減 摘　　要
１ 会 　 議 　 費 60,000 60,000 0 本部会、会計監査会等

２ 旅 　  費 70,000 70,000 0 監査会旅費、全学同窓会旅費

３ 助   成   費 400,000 600,000 ▲ 200,000 学科助成、支部助成、同期の会助成

４ 事 務 局 費 1,500,000 1,000,000 500,000 ヤマト送料、電話・光熱費、印刷代、消耗品・印刷機交換等

５ 研   修   費 350,000 390,000 ▲ 40,000 集い企画運営費等（会場費、講師謝礼、参加助成等）

６ 広   報   費 790,000 790,000 0 機関紙「教育新報」発行代、パンフ作成代

７ 組 　 織   費 200,000 300,000 ▲ 100,000 クリアファイル代金、研修部・交流部支援経費

８ 交   流   費 200,000 210,000 ▲ 10,000 交流会企画運営費、カミングホームデイ企画運営費

９ 大学・学生支援費 900,000 1,300,000 ▲ 400,000 研修会バス助成、卒業制作展助成、卒業祝賀会助成等、カレンダー作成

10 奨 学 金 750,000 750,000 0 奨学生５名

11 全 学 同 窓 会 費 450,000 590,000 ▲ 140,000 負担金、全学理事会・運営委員会旅費等

12 人   件   費 1,800,000 1,800,000 0 事務局報酬２名

13 そ の 他 予 備 費 30,000 40,000 ▲ 10,000
合      計 7,500,000 7,900,000 ▲ 400,000

項　　目 R3 年度予算額 R2 年度予算額 増　  　減 摘　　要
１ 繰   越    金 31,390,487 35,390,487 ▲ 4,000,000 前年度繰越金（第四銀行総合口座前年度末残金）

２ 学 校 会 員 会 費 2,600,000 3,200,000 ▲ 600,000 会費　- 振込手数料

３ 個 人 会 員 会 費 160,000 170,000 ▲ 10,000 会費　- 振込手数料

４ 永 年 会 員 会 費 3,000,000 5,900,000 ▲ 2,900,000 会費　- 振込手数料

５ 繰   入    金　 0 0 0 ＊一般会計への繰出金に残金が出た場合、年度末に繰入

６ 雑   収    入 0 0 0 銀行利息など

合　　計 37,150,487 44,660,487 ▲ 7,510,000

項　　目 R3 年度予算額 R2 年度予算額 増　  　減 摘　　要
１ 一 般 会 計 繰 出 金 7,500,000 7,900,000 ▲ 400,000

合　　計 7,500,000 7,900,000 ▲ 400,000

１　収入の部

１　収入の部

２　支出の部

２　支出の部

「
わ
ぁ
～
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。」

　

初
め
て
自
分
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
手
に
し
た
瞬
間
の
子
ど

も
た
ち
の
目
の
輝
き
と
歓
声
は

記
憶
に
新
し
い
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
導
入
さ
れ
て
十

か
月
余
り
。
授
業
で
は
様
々
な
場
面
に

変
化
が
表
れ
て
い
る
。
外
国
語
で
話
し

た
い
表
現
を
翻
訳
ア
プ
リ
で
調
べ
て
発

表
す
る
子
ど
も
。
プ
レ
ゼ
ン
ソ
フ
ト

で
ク
イ
ズ
を
作
っ
て
紹
介
す
る
子
ど

も
。
写
真
を
撮
っ
て
説
明
に
生
か
す
子

ど
も
。
い
ず
れ
も
導
入
前
に
は
想
像
で

き
な
い
姿
で
あ
り
、
表
現
の
多
様
性
や

学
び
方
の
広
が
り
を
実
感
す
る
と
と
も

に
、
子
ど
も
た
ち
の
適
応
力
は
素
晴
ら

し
い
と
感
じ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
休
み
時
間
の
様
子

に
も
変
化
が
垣
間
見
ら
れ
た
。
教
室
に

は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
練
習
に
集
中

す
る
子
ど
も
や
タ
イ
ピ
ン
グ
練
習
に
熱

中
す
る
子
ど
も
の
姿
。
以
前
は
、
友
達

と
図
書
館
に
行
っ
て
い
た
は
ず
。
体
育

館
で
元
気
に
体
を
動
か
し
て
い
た
は

ず
。
個
人
個
人
が
端
末
に
向
か
い
、
言

葉
少
な
に
時
間
が
過
ぎ
る
こ
の
風
景

は
、駅
や
病
院
の
待
合
室
を
彷
彿
さ
せ
、

違
和
感
を
覚
え
た
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
に
よ
る
メ

リ
ッ
ト
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る

中
、
リ
ス
ク
に
も
目
を
向
け
る
こ
と
を

忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
つ
な
が
る
だ
け
で
は
な
く
、顔
と
顔
、

心
と
心
が
つ
な
が
る
よ
う
な
教
室
環
境

を
作
り
た
い
。

　
　
　

（
広
報
部　

國
井　

恒
太
朗
）

( ▲は、前年度比較減）

( ▲は、前年度比較減）
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影

響
も
あ
り
、
２
０
１
９
年
度
か
ら
は
じ
ま
っ

た
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現
年
度
が

前
倒
し
さ
れ
、
学
校
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整

備
、
す
な
わ
ち
「
児
童
生
徒
の
１
人
１
台
端

末
」
と
「
高
速
大
容
量
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
の
一
体
的
な
整
備
が
昨
年
度
ま
で
で
ほ

ぼ
完
了
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
積
極
的
に
と
り
い
れ
た
教
育
が
本
格
的
に

は
じ
ま
り
ま
し
た
。

   

初
期
段
階
で
あ
る
今
年
度
は
、
既
存
の
学

習
方
法
と
う
ま
く
共
存
し
な
が
ら
、
ア
ナ
ロ

グ
を
デ
ジ
タ
ル
に
置
き
換
え
る
こ
と
か
ら
は

じ
め
、
授
業
・
業
務
の
効
率
化
や
環
境
改
善

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
潟
市
教
育
委
員

会
で
は
Ｎ
Ｉ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ａ 

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ 

Ｓ
Ｕ

Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ 

Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
立
ち
上
げ
、
１
人

１
台
端
末
を
用
い
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
授
業
を
円

滑
に
は
じ
め
ら
れ
る
よ
う
に
支
援
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。
授
業
の
効
率
化
に
加
え
、
協
働

学
習
や
様
々
な
発
展
的
な
授
業
実
現
の
土
台

形
成
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。
新
潟
県
教
育

委
員
会
は
新
潟
県
版
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
を
発
表
し
、
新
潟
県
に
お
け
る
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
明
確
に
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

教
育
Ｄ
Ｘ
が
推
進
さ
れ
、
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ 

５
．
０
時
代
に
対
応
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や

学
習
の
あ
り
方
、
学
校
教
員
の
業
務
、
組
織

の
改
革
が
加
速
し
て
い
く
も
の
と
思
い
ま
す
。

   

こ
こ
ま
で
は
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
メ
リ
ッ

ト
に
な
り
ま
す
が
、
先
生
方
に
よ
っ
て
は
デ

メ
リ
ッ
ト
も
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
膨
大
な
台
数
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
の
管
理
・
整
備
、
無
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も

含
む
校
内
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ト
ラ
ブ
ル
へ

の
対
応
、
そ
し
て
新
た
に
発
生
し
た
児
童
生

徒
の
ネ
ッ
ト
利
用
に
関
す
る
諸
問
題
へ
の
対

処
等
、
授
業
内
外
で
業
務
が
増
加
し
て
し

ま
っ
た
事
例
を
伝
え
聞
き
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支

援
員
の
学
校
へ
の
配
置
が
検
討
さ
れ
て
い
る

の
で
、
実
現
す
れ
ば
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
関
す
る
業
務
の
低
減
は
期
待
さ
れ

ま
す
。
一
方
、
児
童
生
徒
の
ネ
ッ
ト
利
用
等

に
関
す
る
問
題
に
対
し
て
は
簡
単
な
解
決
策

は
な
く
、
情
報
モ
ラ
ル
教
育
を
地
道
に
行

な
っ
て
い
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

   

情
報
モ
ラ
ル
教
育
は
、
道
徳
や
技
術
・
家

庭
科
の
授
業
の
一
部
お
よ
び
年
数
回
の
外
部

講
師
に
よ
る
出
張
授
業
等
、
単
発
的
に
扱
わ

れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
低

学
年
か
ら
毎
日
ネ
ッ
ト
利
用
す
る
よ
う
に

な
っ
た
い
ま
は
、
初
等
中
等
段
階
を
通
し
て

継
続
し
た
情
報
モ
ラ
ル
教
育
を
行
な
っ
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。そ
し
て
、ネ
ッ

ト
利
用
に
係
る
犯
罪
被
害
等
を
鑑
み
る
と
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
含

め
た
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
に
力
を
入
れ

て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

   

新
潟
大
学
教
育
学
部
で
は
、
こ
れ
ま
で
20

年
以
上
に
わ
た
り
教
職
の
た
め
の
情
報
教
育

を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
関

連
し
た
初
歩
的
な
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育

（
ワ
ー
プ
ロ
、表
計
算
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
の
使
い
方
等
）
か
ら
は
じ
め
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
利
用
、
パ
ソ
コ
ン
や
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ

も
含
む
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
関
す
る
教
育
、

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
基
本
的
な
仕
組
み
を

含
ん
だ
少
し
高
度
な
Ｉ
Ｔ
教
育
と
、
バ
ラ
イ

エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
内
容
を
提
供
し
て
き
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
中
に
「
情
報
モ
ラ
ル

教
育
」
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
初
等
中
等

学
校
で
の
情
報
モ
ラ
ル
教
育 

と
同
様
に
単

発
（
あ
る
い
は
数
回
）
で
の
実
施
と
な
っ
て

い
る
こ
と
、
１
年
次
と
３
年
次
を
対
象
と
し

た
開
講
と
な
っ
て
い
る
こ
と
等
の
問
題
点
が

あ
る
の
も
事
実
で
す
。
こ
の
た
め
、
教
員
を

目
指
す
学
生
全
員
に
確
実
に
情
報
モ
ラ
ル
教

育
の
指
導
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
た
め
に
、

４
年
一
貫
し
た
情
報
モ
ラ
ル
教
育
を
含
む
新

た
な
情
報
教
育
を
提
供
で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
改
善
と
内
容
の
見
直
し
の
検
討
を
は
じ

め
ま
し
た
。

   
見
直
し
の
中
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

と
並
ん
で
、
私
た
ち
が
重
視
し
て
い
る
内
容

の
一
つ
が
「
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
」
で

す
。
学
生
は
全
員
が
デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ

の
た
め
、
20
年
前
の
よ
う
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の

操
作
が
苦
手
と
い
う
人
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ

ん
。
一
方
で
、
ネ
ッ
ト
の
怖
さ
を
認
識
し
て

い
な
い
こ
と
が
多
く
、
近
年
は
ネ
ッ
ト
被
害

に
遭
う
学
生
の
数
が
増
え
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
た
め
、
ネ
ッ

ト
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
内
容
を
こ
れ
ま
で
以

上
に
充
実
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

   

ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
は
「
ネ
ッ
ト
の

特
徴
の
理
解
」
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。
情
報

を
受
信
す
る
（
受
け
取
る
）
と
き
の
リ
テ
ラ

シ
ー
（
情
報
の
信
頼
性
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
等
）、

発
信
す
る
（
書
き
込
む
）
と
き
の
リ
テ
ラ

シ
ー
（
個
人
情
報
や
機
密
情
報
、
炎
上
リ
ス

ク
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
の
誹
謗
中
傷
、
消
え
な
い

書
き
込
み
等
）
を
修
得
し
、
そ
の
内
容
を
ど

の
よ
う
に
デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
で
あ
る
児

童
生
徒
に
伝
え
て
い
く
か
に
つ
い
て
学
ん
で

も
ら
い
ま
す
。
教
わ
る
立
場
と
教
え
る
立
場

の
両
面
か
ら
基
礎
を
学
習
し
た
後
、
学
校
現

場
の
先
生
方
と
連
携
し
て
、
成
長
段
階
に
応

じ
た
教
え
方
に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら
う
こ
と

で
、
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
を
含
む
情
報

モ
ラ
ル
教
育
指
導
力
を
身
に
付
け
さ
せ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

   

近
い
将
来
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
時
代
に

必
要
な
情
報
モ
ラ
ル
教
育
指
導
力
を
身
に
付

け
た
新
潟
大
学
卒
業
生
が
教
員
と
し
て
学
校

現
場
に
立
ち
、
各
自
の
専
門
教
科
に
加
え
、

情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
分
野
で
も
活
躍
し
、
安

心
・
安
全
な
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
環
境
の
維

持
、
将
来
の
教
育
Ｄ
Ｘ
推
進
に
貢
献
し
て
く

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。
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　私は 2022 年度から始まるコミュニティ・スクール

とは何か、そしてどのように導入していけばいいのか、

そのための準備は何が必要なのかを明らかにするため、

教職大学院で研究を進めている。

　国が全国の小中学校にコミュニティ・スクールへの

転換を努力義務化した。その中で、新潟市も 2022 年

度から全ての公立学校でコミュニティ・スクールの導

入を決めた。しかしながら私を含め、多くの教職員は

コミュニティ・スクールとは何かを分かっていない現

状があった。そこでコミュニティ・スクールとは何か、

国の考えや先進地区の取組、新潟市が導入する理由を

調べた。また、白新中学校がこれまでの地域とどのよ

うな連携活動を行ったのかを調べた。

　すると、コミュニティ・スクールが有効に機能して

いる・継続している学校がある反面、継続して行われ

ていない（形骸化している）学校があることが分かっ

てきた。そこで、コミュニティ・スクールが有効に機

能する・継続するためにはどのようにすればいいのか

を考えた。そのためには、「地域の核になる人がメン

　私は、小学校国語科文学的文章を「読むこと」を研

究対象にしている。読むことの授業において、「読み

が深まった」「深い読み」という言葉がよく使われる。

しかし、それは、どのような状態のことを言うのか、

どのように評価することができるのか、どのように指

導すれば、読みが深まるのか、これらのことを明らか

にしていくことを本実践の目的とした。

　１年目は、読むことの「評価」に焦点を絞り実践を

行った。実践を行うにあたり、「深く読む姿」を次の

ように定義付けした。

「文章の部分と部分、部分と全体などを関係付けて自

分の解釈を作る姿」

　このように定義付けした深く読む姿を評価するため

に、「ルーブリック」を活用することとした。ルーブリッ

クとは、子どものパフォーマンスの質を段階的に評価

するための評価基準表のことである。

　読むことの「評価」にルーブリックを活用した理由

は、以下の２点である。

①子どもの「読み」は、見えにくい。

バーになる」「多くの人が気軽に関われる活動」「コミュ

ニティ・スクールによって生徒が成長」「教職員が前

向きになる」ことが必要ではないかと考え、次の実践

を行った。

　①地域の人が気軽に学校の活動に参加できる新しい

　　活動

　②コミュニティ・スクールとは何か、どんな良さが

　　あるのかを確認する職員研修

　③地域の人と関わる機会が多い総合的な学習の時間

　　の全体計画の再編

　④③に関わって、新設した地域課題解決学習の授業

　　計画と実践

　⑤地域の人と教職員とが学校の教育目標を共有する

　　熟議（学校づくり委員会）の開催

　これらの実践の結果、それぞれの活動の意義は理解

してもらうことはできたが、活動へ参加することや授

業を行うことはハードルが高いことが分かった。２年

目はコミュニティ・スクールが始まる準備の年と重な

る。そのため、前述の課題の解決方法とともに、学校

運営協議会でどのようなことを議題にしてどのような

話し合いをするのか、そのためにどのような人にメン

バーになってもらうのか、など考えていきたい。

　子どもがどう読んでいるかを、言語活動によって可

視化し、それを解釈するための基準としてルーブリッ

クを作成する。

②子どもの「読み」には、段階がある。

　書かれている内容を正確に読み取れる段階、書かれ

ている内容を読み取り、書かれていないことも想像で

きる段階など、子どもの読みの段階を具体的な姿とし

て想定するためにルーブリックを作成する。

　評価にルーブリックを活用した実践を行っての成果

と課題である。ルーブリックを作成することで、単元

後の子どもの姿を具体的に（パフォーマンスで）想定

することになるので、単元の指導の見通しをもつこと

につながった。また、子どもの読みを客観的に評価し、

段階として捉えることができたので、次の時間の手立

てを考える参考になった。その結果、A 評価の子ど

もが増えた。

　２年目は、読むことの評価にルーブリックを活用し

た実践を継続するとともに、より妥当性や客観性を高

めるために、複数の教員でルーブリックを作成したり、

評価したりすることも行っていきたい。また、子ども

自身が自分の読みを自己評価することにも活用してい

きたい。

コミュニティ・スクール導入に向けた実践
　　　　　　学校経営コース　
　　　　　　　　　小林　大介（新潟市立白新中学校）

文学的文章を読むことにおける
「読みの深さ」の評価と指導について
教育実践コース　　平野　俊郎（新潟市立浜浦小学校）
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　現在もこれからも、学校教育に求められることは、

教育課程において「生きる力」を育むことであり、そ

の核となることは、よい授業を実践することであると

考える。

　また、学習指導要領に明記されているように、数学

の授業は「数学的活動を通して」指導していくことが

求められている。

　そこで、「数学的活動を通した指導を具現化するに

はどうすればいいか？」という課題意識のもと、数学

の授業づくりについて、汎用性のある方法を研究して

いる。

　１年目の前期は「生徒はどのように数学を理解して

いくのか？」という点に着目し、調査・研究を行った。

小山 (2006) は、生徒が数学を理解するための状況設

定や、深化の方向を示唆する理解モデルとして「２軸

過程モデル」考案した。このモデルの横軸は、学習段

階に関するもので、以下のような三つの段階からなる。

　直観的段階：学習者が具体物あるいは概念や性質な

どの数学的対象を操作する。直観的思考を働かせる段

階。

　本実践は、初等教育において、主に以下の 2 つを

目的として行った。① 教科における授業で活用する

前に児童全員が一定の ICT 活用スキルを身に付ける

こと。② 身につけた ICT 活用スキルを活かし、手立

てとして教科のねらいに迫ること。

　３学年を対象として、朝学習の時（15 分間× 10) 

に ICT 活用スキル習得の時間を設定し、スキルの習

熟を図った。

( 自作したロイロノートスキル 一覧表を使用 (右図 ) )

その後に習得した ICT 活用スキルを手段として取り

入れ、理科での授業実践を 試行的に行った。朝学習

での実践により、全ての児童が ICT に関する一定の

スキルを身に付け、ICT 活用に関する力を底上げする

ことができた。この朝学習での実践は全校にも拡大し、 

２学年以上の全ての児童に対して行った。このように、

朝学習で ICT 活用を目的とした時間を設け、情報活

用能力の知識及び技能を鍛えてから教科の授業に臨

むことで、授業での ICT 目的化を回避し、より ICT

を手段として活用することができた。理科の実践で

　反省的段階：学習者が自らの無意識的な活動や操作

に注意を向け、それらやその結果を意識化して、図や

言葉などによって表現する。反省的思考を働かせる段

階。

　分析的段階：学習者が表現したものをより洗練して

数学的に表現したり、他の例で確かめたり、それらの

つながりを分析したりすることによって、統合を図る。

分析的思考を働かせる段階。

　この三つの段階の視点から私の授業を分析したとこ

ろ，以下の問題点に気付くことができた。私の授業で

は問題を解くこと（直観的思考）ばかりに焦点を当て

ていて、なぜそう考えたか、考えたことからどのよう

なことが言えるか（反省的思考）や、問題の文脈から

離れるとどのようなことが言えるか（分析的思考）と

いった思考を促すことが足りていない。

　そこで、授業において生徒に反省的思考や分析的思

考を促すような働きかけを行ったところ、授業者の説

明ではなく、生徒の活動よって学びを展開することが

できるようになった。

引用文献

　小山正孝　「数学理解の２軸過程モデルに基づく授

業構成の原理と方法」　『日本教科教育学会誌』　第 28

回第 4 号、pp61-70、2006 年

は、“じしんメーター”付き提出箱を活用することで

全員が自信を下げることなく情報活用能力を育み、 教

科のねらいに迫ることができた。(“じしんメーター”

付き提出箱とは、ロイロノートの提出箱にて学級全員 

の考えを可視化する際に、自信を４段階で表現したも

の。 ( 下図 ) このように ICT（ ロイロノート ） ×対

話を行うことで多くの児童が目的をもって情報を収集

し、 友達と対話をしながら思考力・判断力・表現力等

を鍛えている様子を見取ることができた。

　２年次では与えられた環境下で ICT の良さを最大

限生かし、対話の質を高める授業実践を行う。大学院

での学びに感謝し、今後も学び続ける教師として努力

する。子どもたちの未来のために 。

数学的活動を通した指導に関する実践研究
　　　　　　　　　　　　　　　教育実践コース
　　　　　　　　　　　　　　　　　　関谷　卓也

情報活用能力 の育成を 目指した 授業実践
〜 朝学習での ICT 活用スキル習得編〜
　　　　　　　　　教育実践開発専攻　長谷川　拓海
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昨
年
度
の
冬
、
新
潟
大
学
時

代
か
ら
の
盟
友
の
訃
報
が
届
き

ま
し
た
。
例
年
で
あ
れ
ば
、
年

に
五
～
六
回
は
顔
を
合
わ
せ
、

互
い
の
現
状
を
報
告
し
合
い
、

過
去
の
栄
光
を
語
り
、
愚
痴
を
こ
ぼ
し

傷
を
舐
め
合
う
こ
と
が
で
き
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
一

年
近
く
会
う
こ
と
が
で
き
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
た
め
、
ど
の
よ
う
な
状

況
下
で
も
が
き
苦
し
ん
で
い
た
の
か
、

残
念
な
が
ら
知
る
よ
し
も
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

連
絡
を
受
け
て
か
ら
の
日
々
は
と
て

も
辛
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
共
通
の

知
人
と
連
絡
を
取
り
、
悲
し
み
を
共
有

す
る
こ
と
で
な
ん
と
か
耐
え
忍
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に

交
わ
し
た
Ｅ
メ
ー
ル
、
シ
ョ
ー
ト
メ
ー

ル
、
ラ
イ
ン
等
の
履
歴
を
あ
え
て
涙
を

こ
ら
え
ず
、
何
時
間
も
か
け
て
読
み
返

し
ま
し
た
。
今
の
自
分
が
あ
る
の
は
、

あ
な
た
の
お
か
げ
と
何
度
も
何
度
も
心

の
中
で
言
い
続
け
ま
し
た
。
そ
れ
と
同

時
に
、
自
分
は
あ
な
た
に
何
も
返
す
こ

と
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
何
度

も
何
度
も
後
悔
し
嘆
き
ま
し
た
。
あ
な

た
が
こ
れ
ま
で
に
残
し
た
軌
跡
は
と
て

も
大
き
く
、
私
同
様
の
思
い
を
は
せ
て

い
る
人
は
数
知
れ
ぬ
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　

今
で
も
ふ
と
考
え
る
と
空
し
さ
に
襲

わ
れ
そ
う
に
な
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
が

落
ち
着
き
一
日
で
も
早
く
仲
間
と
盟
友

に
つ
い
て
語
り
合
い
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

        　

（
第
三
十
六
期
卒
業
生
よ
り
）

□
「
書
面
表
決
」
の
報
告

　

令
和
三
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
の
観
点
か
ら
６
月
の
「
評
議
会
」

を
中
止
し
、評
議
員（
本
部
役
員
・
支
部
長
・

学
科
代
表
）
の
皆
さ
ん
か
ら
書
面
表
決
と

い
う
形
で
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
部
役
員
28
名
、
支
部
長
27
名
、
学
科

代
表
21
名　

総
計
（
76
名
の
方
々
か
ら
ご

回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告

い
た
し
ま
す
。

　
□
第
１
号
議
案
（
賛
成
75
・
反
対
１
）

「
令
和
二
年
度
会
務
及
び
決
算
報
告
」

□
第
２
号
議
案
（
賛
成
76
・
反
対
０
）

「
令
和
二
年
度
活
動
報
告
及
び
令
和
三
年

度
活
動
方
針
（
案
）」

□
第
３
号
議
案
（
賛
成
76
・
反
対
０
）

「
令
和
三
年
度
本
部
役
員
（
案
）」

□
第
４
号
議
案
（
賛
成
76
・
反
対
０
）

「
令
和
三
年
度
予
算
（
案
）」

※
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
ご
承
認
を
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
費
の
徴
収
、
決
算
書
の
表
記
、

活
動
の
重
点
と
活
動
計
画
の
整
合
性
な
ど

に
つ
い
て
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
本
部
会
、
評
議
会
を
通
し
て
寄
せ
ら

れ
た
ご
意
見
を
検
討
し
、
皆
さ
ん
と
共
有

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
同
窓
会
の

一
層
の
発
展
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　日々の授業観察から、児童一人一人が学習に参加 

して学びを構築していくためには 、学習指導と生徒 

指導が授業において一体化されていることが重要で 

あることに気付き、「小学校における学習指導と生徒 

指導の一体化の視点からの教授行動分析」というテ 

ーマで考察を進めた。

　1 年目の研究では、授業における教師の教授行動を

児童の行動との相互作用として捉えて整理することを

目的とした。児童が他者から受容されているという感

覚をもち、授業に積極的に参加することを促すことに

効果的な教授行動はどのようなものであるかにとりわ

け焦点を当てた。課題検証実習では、日々の授業観察

から学習指導と生徒指導の一体化が表れている教授行

動を特定することを心がけた 。さらに、 観察した授

業の発話記録を作成し、教授行動の意図について授業

者に問いかけ、教授行動の背後にあるねらいについて

分析した。その上で、私が行った分析と授業者の意図

とを比較し、考察した。その結果、児童が教師と他の

児童から受容されているという感覚をもち、授業に積

極的に参加することを促すことに効果的な教授行動を

いくつか見つけることができた。そして、それぞれの

教授行動は各教師の教育信念がベースとなっており、

日々の児童理解の上に成立していることに気付いた。

　1 年目の研究成果を踏まえ、本年は、学習指導と生 

徒指導の一体化が実現した授業づくりの具体的な方 

策について研究を進めていく。  

小学校における学習指導と生徒指導の一体化の
視点からの教授行動分析
　　　　　　　　　　授業実践コース　有本　真秀子
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昨
年
度
に
引
き
続
き
、「
同
窓
生
の
集

い
」
に
代
わ
る
研
修
部
特
別
企
画
「
先
輩

を
訪
ね
て
」
を
お
届
け
し
ま
す
。
今
回
は
、

昨
年
秋
の
叙
勲
で
、
教
育
功
労
の
功
績
か

ら
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
た
新
潟
大
学

教
育
学
部
第
二
十
一
期
卒
業
生
斎
川
英
子

（
え
い
こ
）
さ
ん
よ
り
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。
斎
川
さ
ん
は
、
新
潟
市
立
東
青
山
小

学
校
校
長
を
定
年
退
職
さ
れ
た
後
、
新
潟

市
立
市
之
瀬
幼
稚
園
の
園
長
と
し
て
四
年

お
勤
め
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
専

門
学
校
の
講
師
を
経
て
、
現
在
は
新
潟
市

内
の
小
学
校
で
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
ご
活
躍
で
す
。

そ
の
一
　

　
大
学
闘
争
ま
っ
た
だ
中
、
学
問
に
憧
れ
、

厳
し
い
と
い
う
評
判
の
金
子
ゼ
ミ
の
門
を

た
た
い
た
学
生
時
代

小
林

「
斎
川
さ
ん
の
大
学
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。」

斎
川
さ
ん

「
一
番
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
苦
し
ん
だ

卒
ゼ
ミ
で
す
。
私
は
、
金
子
忠
雄
先
生
の

ゼ
ミ
で
し
た
が
、
大
変
な
苦
労
を
し
ま
し

た
。
今
日
も
持
っ
て
き
た
こ
れ
が
、
卒
ゼ

ミ
で
読
ん
だ
ク
ル
チ
ェ
ツ
キ
ー
の
「
数
学

的
能
力
の
構
造
」、
数
学
的
能
力
を
取
り

扱
っ
た
本
で
す
。
金
子
先
生
か
ら
、
原
書

を
ロ
シ
ア
語
で
読
む
の
は
難
し
い
け
れ
ど
、

翻
訳
さ
れ
た
ば
か
り
だ
か
ら
読
ん
で
み
な

い
か
と
勧
め
ら
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
し

た
。
上
下
二
冊
の
本
を
一
年
間
で
読
み
解

く
と
い
う
計
画
で
し
た
が
、
始
め
て
み
た

ら
一
章
を
読
み
解
く
の
に
も
苦
労
し
ま
し

た
。」

小
林

「
題
名
だ
け
お
聞
き
し
て
も
、
数
学
な
の

か
、
心
理
学
な
の
か
…
難
し
さ
と
い
う
の

は
、
ど
の
よ
う
な
難
し
さ
だ
っ
た
の
で
す

か
。」

斎
川
さ
ん

「
ロ
シ
ア
語
が
分
か
ら
な
い
の
で
原
書
に

立
ち
返
る
こ
と
も
で
き
ず
、
研
究
者
が
長

年
か
け
て
研
究
し
た
こ
と
を
、
ま
だ
現
場

の
経
験
も
な
い
学
生
が
読
み
解
く
と
い
う

意
味
で
の
難
し
さ
も
あ
り
ま
し
た
。
考
え

て
も
、
考
え
て
も
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
苦
し
み
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
ゼ
ミ

の
後
半
は
こ
れ
に
沿
っ
た
実
践
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
よ
う
な
も
の
を
現
場
の
先

生
に
依
頼
し
て
や
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。」

小
林

「
実
際
の
教
育
の
現
場
と
も
つ
な
が
る
中

身
の
濃
い
卒
ゼ
ミ
だ
っ
た
の
で
す
ね
。」

斎
川
さ
ん

「
こ
れ
が
大
学
時
代
の
一
番
の
思
い
出
で
、

五
〇
年
経
っ
て
も
強
烈
で
鮮
烈
な
印
象
が

残
っ
て
い
ま
す
。
六
人
の
仲
間
と
学
ん
だ

卒
ゼ
ミ
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。

　

ゼ
ミ
を
始
め
る
前
に
、
こ
れ
も
ま
た
、

金
子
先
生
か
ら
、川
喜
田
二
郎
さ
ん
の「
発

想
法
」
を
勧
め
ら
れ
て
、
ゼ
ミ
の
六
人
で

読
み
ま
し
た
。
発
想
が
な
い
と
新
し
い
も

の
を
創
り
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う

お
考
え
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
ブ
レ
イ
ン

ス
ト
ー
ミ
ン
グ
も
今
で
は
当
た
り
前
だ
け

れ
ど
、
こ
の
と
き
に
学
び
ま
し
た
。」

小
林

「
同
じ
ゼ
ミ
の
方
々
と
は
？
」

斎
川
さ
ん

「
絆
は
今
も
続
い
て
い
ま
す
。
卒
ゼ
ミ
を

通
し
て
、
協
力
し
て
成
し
遂
げ
る
と
い
う

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
独
り
よ
が
り
の
自

分
が
、
仲
間
と
協
力
し
て
や
る
と
い
う
こ

と
に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。
卒
論
が
な
い

と
い
う
触
れ
込
み
で
し
た
が
、
結
局
最
後

に
六
人
で
レ
ポ
ー
ト
を
書
き
、
共
同
で
卒

論
に
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
の
経
験
が
あ
っ

た
か
ら
、
現
場
で
の
研
修
は
苦
し
く
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
い
い
経
験
を
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
私
の
原
点
な
の
で
、
今
で

も
時
々
振
り
返
っ
て
い
ま
す
。」

小
林

「
卒
ゼ
ミ
の
学
び
は
、
教
員
人
生
に
お
い

て
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
っ
た
の
で
す

か
？
」

斎
川
さ
ん

「
本
の
冒
頭
で
「
同
じ
教
材
、
同
じ
教
授

法
で
授
業
を
行
っ
て
も
、
教
師
の
力
量
以

外
に
子
ど
も
の
力
量
の
差
も
あ
る
。」
と

述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
に
よ
っ

て
、
受
け
止
め
は
異
な
る
の
だ
か
ら
、
同

じ
よ
う
に
働
き
か
け
て
も
違
い
は
あ
っ
て

当
然
と
い
う
こ
と
で
す
。
よ
い
と
思
っ
て

や
っ
て
も
、
響
か
な
い
子
は
必
ず
居
る
、

だ
か
ら
こ
そ
、
個
に
着
目
す
る
。
こ
の
こ

と
は
、
子
ど
も
に
向
き
合
う
と
き
、
生
涯
、

教
員
生
活
を
貫
く
学
び
に
な
り
ま
し
た
。」

　

こ
の
後
、
ま
だ
ま
だ
お
話
は
続
き
ま
す
。

今
回
も
同
窓
会
事
務
局
杉
山
さ
ん
と
小
林

で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
斎
川
さ
ん
と
杉
山
さ
ん
で
大
い
に

盛
り
上
が
っ
た
長
岡
分
校
時
代
の
「
き
つ

つ
き
さ
ん
」
の
お
話
、
女
性
管
理
職
を
志

す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
出
来
事
な
ど
、
是

非
ご
紹
介
し
た
い
内
容
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
の
で
、
次
号
と
合
わ
せ
て
二
回
連

載
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

後
か
ら
後
か
ら
泉
の
如
く
湧
い
て
出
る

様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
聞
き
入
り
、
あ
っ

と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
ま
し
た
。
二
〇

年
以
上
前
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
圧

倒
さ
れ
た
新
潟
小
学
校
時
代
の
斎
川
さ
ん

の
授
業
研
究
、
時
を
経
て
、
個
に
着
目
し

た
授
業
づ
く
り
へ
の
熱
い
思
い
を
改
め
て

感
じ
た
時
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。
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